
下水道の整備状況等    ※別紙計画平面図を参照 

 

（１）昭和５８年度に事業着手し、平成２年度より供用（下水道の一般使用）を開始した。 

  ＊佐斐神町の終末処理場の下流側から上流側の境地区方面へ順次整備してきた。 

（２）平成２０年度末における下水道の普及率は４７．２％、現在は境地区（境小学校周辺）、

上道地区（市役所周辺）などを整備中であり、平成２１年度末には普及率が５０％を超え

る見込みである。 

  【普及率の参考】 全国平均：７１．７％、鳥取県内：５９．８％（平成１９年度末） 

（３）下水道の現認可区域（大正川より東側の境地区など）は、平成２３年度に整備完了の

予定である。 

（４）平成２１年度中に米川の東側まで認可区域を拡大し、境地区、上道地区は平成２８年

度頃までにほぼ整備できる見通しである。また、森岡町から渡町へ汚水幹線を整備して、

中海側の整備にも準備していく考えである。 

  ＊終末処理場から離れているため、人口密集の境地区の整備がまだ残っており、優先

的に整備する方針である。 

 

◇整備状況（平成２１年３月末時点） 

項   目 行政区域 全体計画 整備済み 

人 口（人） ３６，４１６（A） ３６，５００ １７，１９５（B） 

面 積（ha） ２，８７９ １，７４３ ７０２．４ 

 

◇普及率及び水洗化率（下水道への接続率） 

普及率（B）／（A） 水洗化戸数 水洗化人口 水洗化率（C）／（B） 

４７．２％ ５，９９７戸 １４，７８４人（C） ８６．０％ 

 

◇既存の主要施設 

終末処理場 汚水管延長 中継ポンプ場 日最大処理能力 日平均流入水量 

下水道センター １３７．３km １箇所（下ノ川） ７，８００m3／日 ４，９１１m3／日 

 

◇建設事業費の推移                                 （単位：百万円） 

内  訳 H16 H17 H18 H19 H20 H21予算 

処 理 場 ３２１  １８  ６１  ６４  ３５  ２５６  

汚水管等 ５５５  ５１４  ５７８  ５９５  ５４０  ５４５  

雨水施設 ４６  ２９  １９  ６６  ７９  １１１  

合  計 ９２３  ５６１  ６５８  ７２５  ６５４  ９１２  

 



下水道会計の財政状況 

 

（１）平成２０年度事業費の実績 

 

 

※低金利への借換えによる市債返済金や排水設備の貸付金は除く 

※建設費のうち、国庫補助：約４３９百万円、地方単独：約２１５百万円 

 

 

 

（２）市債残高、市繰入金等の推移                          （単位：億円） 
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※左軸－市債残高（借入金残高、平成２０年度末の残高：１２７億円弱） 

※右軸－市債返済金、市繰入金（市税等）、下水道使用料収入 

※平成１８年度、１９年度の市繰入金は、一時的な借入等により繰り延べ措置 

※過去の高金利借入分から低金利への借換えによる市債返済金は除く 

  （平成２０年度の借換えによる市債返済金：６億４千万円弱） 

   建   設   費 

汚水管、処理場、雨水施設 

   ６５４ (34.8%) 

市 債 返 済 金 
 

１，０２５ (54.6%) 

 市 繰 入 金（市税等） 
 

   ８６９ (46.3%) 

市 債 借 入 
 

３８０ (20.2%) 

下水道 

使用料 

 ２９９ 

(15.9%) 

管維 

理持 

費 

１６０ 

(8.5%) 
 

受益者負担金 

８３ (4.4%) 

国庫 

補助金 

  ２２１ 

(11.8%) 

その他 

２７(1.4%) 

一般管理費 

４０(2.1%) 

○支出：１，８７９百万円
（単位：百万円） 

○収入：１，８７９百万円  
（単位：百万円） 


